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岩野抱鴫が,ランボーに1章を割いたアーサー ･シモンズ (ArthurSymons)の名著 TheSym -
bolistMovementinLiterature(London,Heineman,1899)を,『表象派の文学運動』と題 して新潮
社から上梓 したのは,1913(大正2)年であった｡この翻訳が小林秀雄や河上徹太郎らに強い
























































































































































































































































































































人 文 学 報
ボードレールの5篇はエミール ･ヴェラ-レンの6篇,ロバート･ブラウニングの5篇となら


































とき いま みづ え はな ふる
時こそ今は水根さす,こぬれに花の顛ふころ｡






































































D稿① ○ ○ ○ △ ○
② ○ ○ ○
○③ ○
× ○ ○@ ○
(⊃⑤ ○ × ○
⑥ ○ × ○
○⑦ ○ × ×
⑧ ○ × ×
○⑨ ○ × ×
⑩ ○ × ×
○⑪ ○ × ×
⑫ ○ × ×
○⑬ ○ × ×
⑪ ○ × × ○⑬ ×
× × ×⑯ ○
○⑰ ○
× × ○⑱ ○⑬⑳
○ × × ×⑳ (⊃㊨



































































D 潮孟宗冠 蕪接 慧さんぶさんぶのなかに
ゎれは冬の如くつめたく,私見の脳の如く耳聾にして
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人 文 学 報
ふなペり





















































































































































『未来』の同人となり,2月刊行の同誌創刊号 (第萱輯)に,詩篇 ｢雪景｣およびエッセー ｢ピ




















































































































































人 文 学 報
あ ､,われは海洋に突き入る !
ヨオロツパ たま にほ






































の労作 『散文詩- ボードレールから現代まで- 』(LePoとmeenprosedeBaudelairejusqu'amos
































































































ア-ル (Suard)やテエルゴ (Turgot)あるいはル ･トゥルヌール (LeToumeur)による 『オシア
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人 文 学 報
ン』 (Ossian)のフランス語訳は,ジェームズ ･マクファースン (JamesMacpherson)の英文テク
ストそのものが,情念の息吹を生々しく伝えてよこす見事な ｢散文訳｣であったこともあって,
シャトー ブリアン (Chateaubriand)からスタール夫人 (MadamedeStael),はてはナポレオン･
ボナパルト (Napo160nBonaparte)にいたる広範なロマン主義精神の持ち主たちに,みずみずし
い感動を呼び起こし,かなり長期にわたって大きな影響を与え続けたのであった｡
この翻訳詩の流行 と成功が,パルニー (Pamy)の 『マ ダガスカルの歌』 (Chansons






























































人 文 学 報
10) この詩行の頭部に以下のような英単語の書き込みがある｡｢volet,shutters,pigeonhole｣｡
ll) この詩行の頭部に ｢dung｣の書き込みがある｡
12) この詩行の頭部に ｢lichens｣の書き込みがある｡なおD稿にはこのあと次の詩節冒頭の ｢ま
た,｣が記されてそのまま中断している｡
13) 小林秀雄訳 『ランボオ詩集』,創元選書｡1948年11月20日発行｡
14) この詩節の訳稿には,初出再出ともにかなりの混乱が見られる｡詩誌 『未来』に載った初出形
は次の通 り｡｢自分は,巨大なる陥葬なる沼津の醸酵するのを見た｡その葦の間にはあらゆる
L6viathanが腐 りつくしてゐる｡怖ろしき平穏のなかの水の類癌,深淵の方角なる遠方の雪崩落ち
る水を見た｣｡
15) Moli色re,αumscompletes,tomeI. (BibliothとquedelaPleiade),Galimard,1956.
16) SuzanneBemard,LePoemeenProsedbBaudelaiyejusqu'dnosjows.Nizet,1959.
17) EdgarAlanPoe,EssaysandReviews.Ed.byG.R.Thompson.NewYork,LiteraryClassicsofthe
UnitedStates,1984.
18) Abb6DuBo§,RC'#xionsm'tiquessurlaPoi'sieetsuplaPeintuye.Pissot,1770.
19) VictorHugo,αuvyesPoe'tiques,tomeI.(Biblioth主quedelaP16iade),Gallimard,1968.
20) AbbePrevost,LePouretkContre,tomeVI,1735.
21) 柳津健による韻文詩散文訳の試みは,十数年を経て矢野文夫によるボードレール 『悪の花』の
翻訳によって辛ろうじて後継者を見出した｡1934(昭和 9)年に耕進社から出版された矢野文夫
訳ボオドレエル 『悪の華』は,出版社を変えて以後数度にわたって刊行された｡同じような試み
は,1938(昭和13)年8月に河出書房から発行された綜合雑誌 『知性』(第1巻第4競)に載った,
小林秀雄と三好達治の共訳になるボオドレエル ｢悪の華序詩｣においても,わずか1篇ながらな
されている｡
22) 中原中也全集第5巻｡1968年,角川書店刊｡
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